
に
貢
献
し
た
い
」
と
挨
拶
。
中
西

一
郎
前
参
議
院
議
員
、
谷
安
志

洲
本
市
市
長
ら
が
祝
福
し
た
。

同
ホ
テ
ル
は
客
室
数
七
十
八

収
容
人
数
二
五
○
名
。

☆
星
電
社
が
レ
ン
タ
ル
商
品
専

門
店
を
三
宮
に
オ
ー
プ
ン
。

レ
コ
ー
ド
レ
ン
タ
ル
業
を
は

じ
め
と
し
て
、
世
は
ま
さ
に
レ

ン
タ
ル
時
代
に
な
り
つ
つ
あ
る

が
、
星
電
社
が
つ
い
に
ト
ー
タ

ル
ラ
イ
フ
を
レ
ン
タ
ル
す
る
専

門
店
を
オ
ー
プ
ン
、
話
題
を
呼

ん
で
い
る
。
三
宮
の
セ
ン
タ
ー

プ
ラ
ザ
西
館
三
Ｆ
「
せ
い
で
ん

南春人社長

☆
第
二
回
コ
ウ
ベ
・
ウ
ィ
ル
棚

全
国
の
バ
イ
ヤ
ー
に
神
戸
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

「
コ
ウ
ベ
・
ウ
ィ
ル
稲
」
が
五

月
八
日
か
ら
三
門
間
、
ポ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
の
神
戸
国
際
展
示

場
で
開
か
れ
た
。

「
Ｂ
ｅ
ｉ
ｎ
ｇ
妬
・
９
度
Ｃ
」

が
テ
ー
マ
で
「
人
間
の
あ
た
た

か
さ
を
強
調
し
た
」
（
Ｋ
Ｆ
Ａ

事
務
局
）
と
の
こ
と
。
今
回
は

ア
パ
レ
ル
に
加
え
、
バ
ッ
グ
や

シ
ュ
ー
ズ
な
ど
関
連
企
業
十
六

社
の
出
展
も
あ
り
、
ト
ー
タ
ル

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
特
色
が
強
く

出
て
い
る
。

全
部
で
五
十
社
の
参
加
、
出

展
。
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
紹

介
す
る
う
え
で
格
好
の
イ
ベ
ン

ト
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

ヨットハーバーを前に

経
済
ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

バイヤーも熱心

☆
㈱
南
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

が
淡
路
島
に
ホ
テ
ル
を
竣
エ

く
に
う
み
の
祭
典
で
話
題
の

淡
路
島
に
ニ
ュ
ー
ホ
テ
ル
が
誕

生
し
た
ｃ
職
南
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
が
建
設
し
た
「
ロ
イ
ャ

ル
グ
レ
ー
ス
ホ
テ
ル
淡
路
島
」
。

洲
本
市
の
サ
ン
ト
ピ
ア
マ
リ
ー

ナ
に
建
つ
白
亜
の
同
ホ
テ
ル
で

四
月
十
七
日
、
関
係
者
を
集
め

た
竣
工
式
が
行
わ
れ
た
。

南
春
人
ロ
イ
ヤ
ル
グ
レ
ー
ス

幸
上
恵
美
さ
ん
（
西
）

〈
郷
海
津
津
錘
細
シ
ァ
ー
ド
〉

ス
イ
務
ら
化
も
つ

（
。
価
な
時
年
行
住

は
科
に
生
た
昨
に
在

代
育
月
学
れ
、
見
区

時
休
狸
の
ま
で
は
北

高
は
年
役
生
ン
合
。

、
大
咋
現
・
ァ
試
き

中
短
一
が
Ⅷ
フ
ー
好

捨
嘩
か
凧
掴
風
奉
↓

池
咽
加
温
た
却
岬
都

が
武
も
ん
っ
？
連
ん

シ
、
き
こ
か
た
三
と

一
部
好
ぴ
た
ぎ
の
こ

ポ
ト
ト
と
し
過
園
と

ス
ッ
ン
に
場
早
子
。

ケ
ベ
局
出
が
甲
た

ホ
テ
ル
社
長
は
「
淡
路
島
の
ス

タ
ッ
フ
の
お
か
げ
で
、
り
っ
ぱ

な
ホ
テ
ル
が
で
き
ま
し
た
。
島

井

雛

レ
ン
タ
ル
プ
ラ
ザ
」
は
店
舗
而

積
が
百
平
方
勝
、
取
扱
商
品
は

オ
ー
デ
ィ
オ
、
旅
行
用
品
、
パ

ソ
コ
ン
、
ベ
ビ
ー
用
品
ほ
か
四

百
品
目
千
五
百
点
。

借
用
期
間
は
一
月
ｌ
半
年
で

「
年
商
六
千
万
円
を
見
込
ん
で

い
る
」
と
同
社
は
語
っ
て
い
る
。

☆
共
進
舎
牧
農
園
が
牧
場
を

活
用
し
て
観
光
事
業

神
戸
市
が
押
部
谷
に
神
戸
ワ

イ
ナ
リ
ー
を
造
り
に
ぎ
わ
い
を

み
せ
て
い
る
が
、
牛
乳
メ
ー
カ

ー
の
共
進
舎
牧
農
園
（
本
社
神

戸
、
中
尾
作
蔵
社
長
）
が
牧
場

内
の
旧
牧
舎
を
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス

に
改
造
、
牛
乳
製
造
工
場
の
見

学
な
ど
と
組
み
合
わ
せ
た
観
光

施
設
を
建
設
す
る
。

小
野
市
浄
谷
牧
場
は
約
十
六

万
五
千
平
方
腕
、
ヤ
ギ
、
ア
ヒ

ル
他
の
小
動
物
と
の
ふ
れ
あ

い
、
自
家
製
乳
製
品
の
販
売
も

す
る
。
完
成
は
今
夏
で
、
試
験

営
業
の
後
、
来
春
一
般
営
業
を

す
る
予
定
で
あ
る
。

鍵識鍵騨

１
５８
１

蕊§

レンタル時代到来

★
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
オ
フ
ィ
ス
レ
デ
ィ
☆
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5９

こんにちは赤ちゃん

蟻
墓魁

噌‘
'P罰h"

篭＝壷…‐

熊ドイf 紀ちゃん／/ ｣ w 膿｢ l f 平1 1 1 北町

完全看護☆冷暖房完備☆病院前公共駐車場有

富柿沼産婦人科

芦屋市大析町１番1 8 号
芦屋保健所東隣

云芦屋（0 7 9 7）3 1 - 1 2 3 4代表

岳．

噂""‘'"‘A必KOBE！ また婦る日を願って
あなたの青春を
はこびます

〆上．－し’４鴎 、

義圏畠笛 竪雪f L 二二

KX1fJ』iii熟
小さな引越受付中

２４時間営業／年中無休

家具類、エレクトーン、自転車等‘【梱包便】電化製品、家具類、エレクトーン、目転享寺
美術品、骨董品（どんなワレ物でも御相談に
応じます。但し地域限定）

ヱーミノル排どス
(〒6 5 8 ）神戸市東灘区住吉南町１丁目１０－１

本社云(078)８２２－１７００(代）
芦屋営業所云(07 9 7 ) 2 3 - 6 7 1 0
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霧蕊
鶴蕊
鐙緋圏劉

⑳
真
珠
特
集
②
魅
せ
ら
れ
て
八
８
人
の
パ
ー
ル
ク
リ
エ
ー
タ
ー
が
語
る
〉

爾蕊

6０

山本妙をもっている。
ヂザｲﾝ､制作する上での真珠の〈態下真豊＞
魅力は、他の宝石に比べ、ボリュームが出しやすく、豪華に
なること。また他の色石と調和しやすい素材であるため、色
色の組み合わせが出来る。品の良い清楚なイメージ、ゴージ
ャスなもの、カジュアルなファッション的なものなど、あら
ゆるデザインの１１J 能性を秘めている。

■真珠は優しい篭万

真珠は優しい宝石である。真珠の
光沢はダイヤモンドなど他の貴石の
冴えた輝きとはちがい柔かい暖かさ

ようか。オーソドックスにドレスア西川和江
ﾂ ﾌ ｡した時も､遊びにおしゃれに力〈舞ｨ鍵＞
ジュアルにとフルに使え、宝石箱の中の錘ジュエリー”では
なく実際に活用されています。また、デザインする上で真珠
の形を円や球として捕えることにより、ポップにもアート的
にも表現できる面白さもあります。このように真珠は時代の
流れに対応でき、変化してゆくI I J 能性を秘めているのです。

口真珠は雲時代、への
可能‘性を秘めている
柔かい輝きと色調、真珠はそれだ
けで価値があり、装いの多様性は女
性にとって一番の魅力ではないでし
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韓
翻
銅
醗
降
．

ロデリケートさ、色の, V i の良さ
女′性的なやさしさ…
ダイヤの無色透明で、キラキラと
した強い力、ルビーの赤く深みのあ
る輝き、サファイアの青く冷たい
光、エメラルドの神秘的な緑など、
どの宝石もそれ独自の美しさを持つ〈蝉
て個性を強く出しますが、その中にあって、6１

霧
光、エメラルドの神秘的な緑など、 石坂英理子

どの宝石もそれ独自の美しさを持つ〈蛎渉豊舞ｲﾝ蕊長〉
て個' 性を強く出しますが、その中にあって、真珠は、とりわ
けやさしく暖かみのある光を持ち、女性を、いえ人間を魅了
するのだと思います。他の石にはない、すぐにもキズつきそ
うなデリケートさ、色の品の良さ、女性的なやさしさが、私
は大好きです。

口真珠こそ、
俄にも不思議な物語
前８世紀のギリシア詩人へシオド
スの「諸神系譜」によれば、天の神
ウーラノスと大地の神ガイアとの間

I 識鱗鍵

溌鍵…

一戸

に生まれたクロノスが、父の陰部を 内海和子

切りとって海中に捨てると､白い泡〈弾乎鍾＞
が湧き立ち、その泡の中から乙女が生い立ったという。この
母なくして海の中から生まれ、ウーラノスの娘であるヴィナ
ス。ウーラニア、つまり「天の娘」が「誕生したヴィナス」
である。それ程に真珠は、聖なる乙女の化身そのものといえ
る。真珠こそは、世にも不思議な物語なのである。

蕊鍵
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‘鍵；

6２

をそこなわずデザインすれば、どの大後幸子
ようにも無限大に姿を変えることの〈騨汚伽職＞
できる不思儀な魅力を持っています。一つ一つ微妙に違う色
合いを持ち、ピンク系の似合う人、グリーン系の似合う人、
パーティー用に華やかに、真珠だけで控え目に。真珠は個性
的でない分、つける人を上品に引きたてる力があるのではな
いかしら……‘，

⑨
真
珠
特
集
ｅ
魅
せ
ら
れ
て
八
８
人
の
パ
ー
ル
ク
リ
エ
ー
タ
ー
が
語
る
ｖ

とでしょう。でも、それだけではあ長谷川弓子
りません｡貝の種類によって､真珠<騨拝上商品開発部＞
はさまざまな生まれ方をします。ピンクでキュート。ブルー
っぽくてとりすましたもの。黒くて妖艶、金色で貴族的、小
さくてコケティッシュ、等々･ 真珠は女性そのものという気
がします。そして真珠はおしゃべり。彼女達とのおしゃべり
にあきることはありません，

騨
鱗

口控え目で、繊細、人を
上品に引きたてる
真珠は椅麗なだけでなく温かく、

控え目で繊細に輝き、そして、強い
カラーがないため真珠の持つ美しさ

口女性そのものが真珠で、
おしゃべりなもの
宝石の中で最も多様な表情を持つ
のが真珠。真珠と言えば虹色がかっ
た白い珠を思い浮かべる方が多いこ

蕊
鵠
鵠
蕊
識
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蟻
識識

6３

i識識

Ｃｖ，ノラY ﾐ 1 1 円つしｖ，ｦ Y 零1 利Ｌ､ ‘I - L 弓４Ｗ~ I 上l アトら 田居克己
ることはジユリーデザイナーとしてく㈱森真珠デザイナー＞
大変幸せです。素材のもつ美しさをどう演出するかが我々デ
ザイナーの仕事でマンネリにならないように常に新鮮なアイ
デアを求め続ける毎日です。作品が自分の思ったように出来
上り、お客様に大変喜ばれた時、デザイナー冥利とでもいえ
るのでしょう。

口素材のもつ美しさを
いかに演出するか
ジュエリーデザイナーとして3 0 年

になります。真珠の魅力にとりつか
れた男とでもいえましょうか、真珠
という素晴らしい素材で仕事が出来
ることはジュリーデザイナーとして
大変幸せです。素材のもつ美しさを

豊鎧慰柚パ拝…

鍵
口女性の肌にさりげなく、
自然にとけこめるもの
ミ真珠の魅力ミと改めて聞かれる

と、日々真珠を手にしている者にと
っては、なんだか身がまえてしま

》
』

灘

』
’
蕪 購鍵驚灘' 鴬爵鶏蕊灘

蕊蕊蕊；
灘蕊識靭鳶感塞｡鍵

資
吉田昇

醗繍嚇ij蔵驚く鐸１挺パー ﾙ＞
ことで、初めてその美しさが輝やいてくること。女性の肌に
さりげなく自然にとけこめるものかな－など。
もっと多くの女性に、気軽に、カジュアル感覚で、真珠の

魅力を引き出して欲しいと思っています。

職驚
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弱
周
年
を
機
に

岡
崎
晴
彦
新
社
長

鱗

鍵鍵；

１
６４
１

話題のひろば

鎌JiIL
,牽心

蕊
群田里

手鍾＝

＜Ｉ＞
群 縛

恩
ｉ
、
騒
騒
蕊
蕊

鋸
舎
‘
Ｌ
甜
揖
写
ｖ

露

元
町
通
り
に
本
店
を
構
え
る
ベ
ビ
ー

用
品
と
子
供
服
の
株
式
会
社
フ
ァ
ミ
リ

ァ
は
４
月
に
創
立
妬
周
年
を
迎
え
、
そ

の
記
念
パ
ー
テ
ィ
が
大
阪
ロ
イ
ヤ
ル
ホ

テ
ル
に
於
て
４
月
Ⅳ
Ｈ
、
肥
日
の
両
側

に
渡
り
盛
大
に
催
さ
れ
た
。

同
社
は
こ
れ
を
機
に
坂
野
通
夫
社
長

が
会
長
に
、
坂
野
惇
子
副
社
長
が
副
会

長
に
、
岡
崎
晴
彦
専
務
が
新
社
長
に
就

任
し
、
そ
の
披
露
も
兼
ね
た
パ
ー
テ
ィ

と
な
っ
た
。

Ⅳ
日
は
約
剛
名
を
招
待
し
た
デ
ィ
ナ

ー
パ
ー
テ
ィ
で
創
業
か
ら
同
社
に
所
縁

の
深
い
㈱
レ
ナ
ウ
ン
の
尾
上
清
理
事
長

が
、
「
終
戦
直
後
、
焼
跡
の
残
る
セ
ン

タ
ー
街
の
一
角
で
女
性
ば
か
り
が
集
ま

っ
て
始
め
た
手
づ
く
り
の
ベ
ビ
ー
用
品

店
が
、
今
や
日
本
の
代
表
的
な
ベ
ビ
ー

子
供
服
の
メ
ー
カ
ー
に
と
ど
ま
ら
ず
、

国
際
的
な
評
価
を
受
け
、
岡
崎
新
社
長

が
誕
生
し
た
こ
と
は
自
分
の
こ
と
の
よ

う
に
嬉
し
い
」
と
祝
辞
を
述
べ
た
。

肥
日
は
、
同
社
の
顧
客
を
対
象
と
し

た
友
の
会
の
メ
ン
バ
ー
約
剛
名
を
招
い

て
の
テ
ィ
ー
．
ハ
ー
テ
ィ
と
取
り
引
き

先
、
一
般
客
約
知
名
を
招
い
た
ビ
ュ
ッ

フ
ェ
パ
ー
テ
ィ
が
催
さ
れ
た
。
妃
歳
の

若
い
岡
崎
新
社
長
の
挨
拶
に
は
盛
大
な

拍
手
が
送
ら
れ
、
同
社
の
一
層
の
発
展

が
期
待
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

尚
こ
の
披
露
記
念
パ
ー
テ
ィ
は
４
川

犯
、
羽
日
の
両
日
、
東
京
の
ニ
ュ
ー
オ

ー
タ
ニ
ホ
テ
ル
に
於
て
も
、
１
，
４
０

０
名
余
り
を
招
い
て
催
さ
れ
て
い
る
。

霞ｉ，“

露
爵

ロ
㈱
フ
ァ
ミ
リ
ア
創
立
三
十
五
周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ

▲右／尾上清㈱レナウン社長（右端）が来喪を代表して祝辞を。左／創業者の田村美枝子、村井ミヨ子、坂野惇子の各氏が
揃って。▼右／社長就任の挨拶をのべる岡崎晴彦新社長（右端）と役員達左／ロイヤルホテルでのビュッフェパーティ風景

畠

灘
｜＝動認翻

闇鰯蕊蕊

ＭＩ鍵:Ｉ
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１
６５
１

神
戸
の
名
刺
、
摩
耶
山
天
上
寺
（
伊

藤
浄
厳
貫
主
）
金
堂
の
落
慶
入
仏
開
眼

大
法
会
が
、
五
月
十
、
十
一
両
日
、
同

寺
に
て
行
わ
れ
た
。

焼
失
し
て
十
年
、
待
望
久
し
か
っ
た

金
堂
の
落
慶
だ
け
に
、
伊
藤
貫
主
の
感

激
も
ひ
と
し
お
。
こ
の
夜
、
田
崎
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
た
同
寺
落
慶
披
露
感
謝
宴

で
も
、
「
厳
し
い
経
済
情
況
の
中
で
、

こ
れ
ほ
ど
に
も
素
晴
ら
し
い
お
堂
が
現

出
し
た
の
は
皆
さ
ま
の
お
か
げ
で
す
。

本
格
的
な
法
会
の
出
来
る
県
下
で
も
有

数
の
お
堂
に
な
り
、
堂
内
の
七
観
音
は

現
代
の
最
高
の
仏
師
が
つ
く
り
ま
し

た
。
信
仰
の
名
所
の
み
な
ら
ず
、
観
光

の
名
所
と
し
て
も
話
題
を
呼
ぶ
と
思
い

ま
す
」
と
、
感
激
も
新
た
に
あ
い
さ
？

野
地
惰
左
・
神
戸
大
学
名
誉
教
授
の

監
修
で
造
営
さ
れ
た
金
堂
は
、
今
世
紀

最
後
の
本
格
的
寺
院
建
築
と
い
わ
れ
、

す
べ
て
の
木
材
に
津
軽
ヒ
バ
を
使
っ
た

木
造
単
層
入
母
屋
造
り
。

大
法
会
に
は
高
野
山
親
王
院
前
官
御

房
中
川
善
数
僧
正
が
導
師
を
勤
め
ら
れ

庭
儀
理
趣
三
昧
大
法
会
が
厳
そ
か
に
執

り
行
わ
れ
た
。
多
数
の
善
男
善
女
が
金

堂
の
落
慶
を
祝
い
、
法
会
に
は
坂
井
兵

庫
県
知
事
、
感
謝
宴
に
は
宮
崎
神
戸
市

長
も
出
席
、
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を
述
べ

た
。
ま
た
、
こ
れ
を
機
に
、
奉
賛
会
会

長
が
現
会
長
の
石
野
信
一
さ
ん
か
ら
総

代
会
会
長
の
瀧
川
勝
二
さ
ん
に
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
さ
れ
、
第
三
次
奉
賛
会
と
し
て

業
務
を
引
き
継
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
。

話題のひろば

＜Ⅱ＞

（上段・左）現代最高の仏師による七観音（同・右上）感謝宴であいさつする石野信一さん（同・右下）瀧川勝二さん（下
段・左）金堂は摩耶山でも眺望絶佳の地にある（同・右）中川善数個正（左）と伊藤浄厳黄主。

成
し
と
げ
た

昭
和
遷
寺
大
復
興

口
摩
耶
山
天
上
寺
金
堂
落
慶
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腺

驚
贋
Ｈ判

●e d i t o r，ｓｅｙｅぁ

堂

元町画廊で開かれた、北斎と広重、展

ヘイター氏､北斎の浮世絵に大満足埋擢悪蕊…華

一つ一つの作品を熱心に見るヘイター氏と子息のＪ・ヘイター氏偶然訪れた日本画家・菖蒲大悦氏と。同じ年齢のお二人、版画の交換もされました。

中右瑛氏馬。Ｗ・ヘイター氏

i 繍鱗繍繍

弾

譲：誼j￥ｗｍＪ－ｄ,円

讃

蕊蝿Ｌ扇謹 １
６６
１

さ
ん
ち
か
の
リ
ボ
ー
ン
オ
ー
プ
ン
を
記
念
し
て
、

現
代
版
画
の
巨
匠
、
ス
タ
ン
リ
ー
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

ヘ
イ
タ
ー
氏
が
来
日
。
４
月
３
日
、
〃
北
斎
と
広
重
〃

の
現
代
に
息
づ
く
浮
世
絵
展
を
見
る
た
め
に
、
元
町

画
廊
を
訪
れ
、
浮
世
絵
コ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
も
有
名

な
洋
画
家
・
中
右
瑛
氏
と
対
面
。

ヘ
ィ
タ
ー
氏
の
浮
世
絵
好
き
は
有
名
で
、
１
９
６

０
年
。
第
２
回
東
京
国
際
版
画
ピ
エ
ン
ナ
ー
レ
展
・

国
際
大
賞
を
受
賞
し
た
作
品
も
北
斎
の
影
響
が
非
常

に
大
き
い
と
い
う
。
今
回
の
展
示
の
中
で
も
、
北
斎

が
特
に
お
気
に
入
り
の
様
子
。

「
フ
ラ
ン
ス
で
も
北
斎
を
は
じ
め
浮
世
絵
は
人
気
が

あ
り
ま
す
。
北
斎
は
構
図
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
の

で
現
代
に
お
い
て
も
、
決
し
て
古
く
な
い
ん
で
す
ね
。

と
に
か
く
構
成
力
が
素
晴
ら
し
い
」
と
ヘ
イ
タ
ー
氏
。

「
北
斎
の
デ
ッ
サ
ン
が
非
常
に
上
手
い
の
は
、
西
洋

の
銅
版
画
の
影
響
を
受
け
て
い
る
か
ら
」
と
中
右
氏
。

卯
歳
ま
で
生
き
た
北
斎
、
鍋
歳
の
今
日
な
お
現
役

で
活
躍
し
て
い
る
ヘ
イ
タ
ー
氏
。
東
西
を
問
わ
ず
、

芸
術
家
と
し
て
、
人
間
と
し
て
、
〃
ほ
ん
も
の
″
で

あ
れ
ば
、
い
つ
の
時
代
に
あ
っ
て
も
、
そ
の
作
品
は

新
鮮
さ
を
保
ち
続
け
る
も
の
だ
、
と
実
感
し
た
。

鯵
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シ
ー
ス
ル
ー
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
２
基
を
そ
な
え
た

白
い
イ
メ
ー
ジ
の
９
階
建
の
館
と
い
え
ば
、
神
戸
三

宮
「
そ
ご
う
」
と
神
戸
国
際
会
館
の
間
に
増
築
中
。

噂
の
「
そ
ご
う
」
新
館
が
、
い
よ
い
よ
６
月
ｕ

日
、
地
下
鉄
が
三
宮
に
畑
日
か
ら
開
通
す
る
の
に
先

だ
っ
て
完
成
オ
ー
プ
ン
す
る
。
１
階
に
は
従
来
の
３

軒
の
パ
チ
ン
コ
屋
と
漢
方
薬
の
摩
耶
堂
も
新
装
開
店

す
る
の
で
、
三
宮
界
隈
は
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
神
戸

大
会
を
前
に
〃
さ
ん
ち
か
リ
ポ
ー
ン
〃
と
共
に
、
大

き
く
様
変
り
す
る
。

新
館
の
１
，
２
階
は
、
新
感
覚
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ゾ
ー

ン
〃
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
〃
（
新
規
ブ
ラ
ン
ド
は

マ
ダ
ム
・
一
ヨ
ル
、
モ
ガ
、
メ
ル
ロ
ー
ズ
、
ピ
ン
ク

ハ
ウ
ス
他
）
と
、
５
階
の
舶
来
特
選
ロ
ィ
ャ
ル
サ
ロ

ン
「
パ
レ
・
ロ
ア
イ
ア
ル
」
（
新
規
ブ
ラ
ン
ド
、
セ
リ

ー
ヌ
、
ラ
ン
バ
ン
、
エ
ル
メ
ス
、
フ
ェ
ン
デ
ィ
他
）
の

２
つ
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ゾ
ー
ン
の
拡
大
が
、
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
好
き
の
神
戸
っ
子
達
の
話
題
を
呼
び
そ
う
。

４
階
の
美
術
画
廊
が
大
き
く
な
り
、
開
館
記
念
に

は
、
奥
村
土
牛
、
東
山
魁
夷
、
杉
山
寧
な
ど
〃
現
代

日
本
画
巨
匠
展
″
を
開
く
。
呉
服
も
、
６
階
に
全
而

移
動
し
て
広
く
な
り
、
コ
シ
ノ
ジ
ュ
ン
コ
・
ス
タ
ィ

リ
ッ
シ
ュ
ア
ー
ト
き
も
の
の
新
作
展
が
。
ま
た
、
東

京
帝
国
ホ
テ
ル
で
お
な
じ
み
の
、
マ
イ
セ
ン
サ
ロ
ン

（
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
）
も
５
階
に
オ
ー
プ
ン
し
、
マ
イ

セ
ン
陶
器
に
彩
ら
れ
た
リ
ッ
チ
な
空
間
は
、
ち
ょ
っ

と
お
し
ゃ
れ
な
感
じ
…
。
６
階
は
、
キ
ッ
チ
ン
と
リ

ビ
ン
グ
中
心
の
フ
ロ
ア
で
、
マ
イ
セ
ン
な
ど
特
選
洋

磁
器
や
、
ガ
ラ
ス
、
和
食
器
な
ど
も
揃
う
。
屋
上
の

キ
テ
ィ
ラ
ン
ド
も
楽
し
そ
う
。
何
よ
り
の
話
題
は
、

本
館
７
階
で
（
６
／
ｕ
ｌ
６
／
卯
）
、
南
仏
を
自
由

で
明
る
く
カ
ラ
フ
ル
に
描
く
「
デ
ュ
フ
ィ
」
展
の
開

催
。
い
ず
れ
に
し
て
も
新
生
そ
ご
う
が
神
戸
に
ど
ん

な
生
活
文
化
を
提
供
す
る
か
期
待
さ
れ
て
い
る
。

②e d i t o r，ｓｃｙｅ⑳

神戸三宮｢ そごう」リニューアルオープン. ／

１
６７
１

写真右上完成図、下はマイセン陶器、右中は「パレ・ロアイアル」より鳳左中はコシノジュンコのきもの、斧卜は､ デュフイ展" 、下はマイセンのテイーセットロ

#灘Ｉ
‐
計
咽
ｐ
Ｈ
６
据
侶

・
騨
恥
瞳

箔

幽

Ｉ

蕊

六屯悪

鶏識
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一
缶
）

あ
る
時
は
大
砲
を
作
り
、
あ
る
時
は
原
子
爆
弾
を
作
り
、
あ
る

時
は
頭
髪
を
半
刈
り
に
し
て
、
世
間
を
ア
シ
と
い
わ
せ
て
き
た
造

形
作
家
、
榎
忠
氏
。
そ
の
忠
サ
ン
が
こ
の
六
月
に
個
展
を
開
く
と

い
う
。
場
所
は
阪
神
春
日
道
駅
山
側
ス
グ
の
元
喫
茶
店
ス
ズ
ャ

ヘ
中
央
区
筒
井
町
三
－
一
’
八
）
。
会
期
は
六
月
一
一
十
一
一
一
日
’
七

〃
七
日
ま
で
。
さ
て
今
回
は
、
工
事
に
と
り
か
か
っ
た
そ
の
現
場

で
対
談
と
あ
い
な
っ
た
。

ノ
コ
こ
の
喫
茶
店
で
や
る
っ
て
？

榎
知
り
合
い
が
や
っ
て
た
と
こ
ろ
な
ン
だ
け
ど
、
売
り
に
出
し

て
る
と
聞
い
た
か
ら
交
渉
し
た
と
こ
ろ
、
好
き
に
使
っ
て
い
い
と

な
っ
て
…
…
。
ホ
ン
ト
は
戸
外
で
や
り
た
く
て
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ

、
》
ド
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
の
空
地
を
交
渉
し
て
た
ん
だ
け
ど

許
可
が
も
ら
え
な
く
て
ね
。
そ
れ
に
時
期
も
間
に
合
い
そ
う
に
な

か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
今
度
の
は
梅
雨
に
ど
う
し
て
も
や
り
た

い
わ
け
。

ノ
コ
「
繁
殖
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
関
係
が
あ
り
そ
う
ね
。
予
想

は
や

図
を
み
る
と
、
今
流
行
り
の
宇
宙
人
と
い
う
感
じ
ね
。

榎
僕
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
も
宇
宙
船
や
ロ
ケ
ッ
ト
と
い
う
の
は

あ
る
ね
。
こ
れ
（
図
参
照
）
は
ダ
ィ
オ
キ
シ
ン
と
い
う
猛
毒
で
怖

い
世
界
な
ん
だ
け
ど
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
な
ん
で
、
チ
ョ
ッ
と
ひ

ょ
う
き
ん
で
も
あ
る
の
ね
。

ノ
コ
「
ア
ナ
タ
の
知
ら
な
い
間
に
繁
殖
し
て
い
る
か
も
し
れ
な

い
」
と
い
う
不
気
味
世
界
や
ね
。
で
き
あ
が
っ
た
ら
ホ
ン
ト
に
気

味
が
悪
そ
う
。
そ
れ
も
地
面
だ
け
に
造
形
さ
れ
て
い
る
ん
じ
や
な

榎
ウ
ン
。
階
段
を
上
が
っ
て
い
る
の
も
い
た
り
。

ノ
コ
蛇
み
た
い
に
〃

榎
そ
う
。
風
呂
の
中
に
も
入
っ
た
り
と
か
…
…
。
い
ろ
ん
な
形

で
こ
の
家
が
犯
さ
れ
る
わ
け
。
通
り
が
か
り
の
人
が
「
喫
茶
店
で

何
の
峻
覧
会
や
っ
て
る
ン
だ
ろ
う
」
と
思
っ
て
ド
ア
を
開
け
る
と

鋤
脇
桝
蛾
蕊
鞭
瀧
識

．
”
権
尭
生
き
よ
う
と
す
る
力
な
ん
だ

潜
っ
て
生
き
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
想
像
し
た
り
す
る
と
、
お
も

し
ろ
い
・

ノ
コ
ミ
ミ
ズ
が
地
上
に
出
て
こ
な
く
な
っ
て
る
で
し
よ
。
地
下

で
す
ご
い
勢
力
つ
く
っ
て
た
，
し
て
Ｉ
。

唖
糖
枇
て
ね
（
笑
）
。
春
に
ね
、
タ
ン

た
て
き
い
出
う
ポ
ポ
が
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
割

て
に
よ

っ
上
ひ
っ
て
葉
を
出
し
て
く
る
の
を

育
地
、

坐
然
蛙
見
た
の
ね
。
そ
れ
は
き
っ
と

”
権
尭
生
き
よ
う
と
す
る
力
な
ん
だ

毒
伽
》
託
ろ
う
け
ど
、
僕
ら
の
目
に
見

中
事
一

迦
唾
心
え
る
植
物
は
地
上
に
で
て
き

海
錨
旅
た
分
だ
け
で
し
よ
。
そ
れ
じ

麺
椎
歴
や
あ
目
に
見
え
な
い
植
物
は

儒
蝿
錘
ど
う
な
っ
た
か
。
そ
れ
ら
は

、
く
く
生
き
方
を
変
え
て
、
地
下
に

達堅 や
⑫
弓
０
０
．
Ⅱ王ら

１
６８
１

小山乃里子の
華麗なる男のｲ ﾝ ﾀ ﾋ ﾞ ｭ ｰ

発
想
は
見
え
な
い
物
を

見
よ
う
と
す
る
事
か
な
。

榎
忠
（
画
家
）

■
第
６
回
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｢ ヨーロッパに行ってから、絵でないものをやろうと思った」と榎忠さん。

驚
冊凸 也今

. 』品，
爵押

湧を癖･通固唾r蝿. . ,一・拳．

班

榎
人
間
も
含
め
て
今
ま
で
と
違
っ
た
生
き
方
や
変
化
が
で
て
く

る
と
思
う
な
。
「
水
」
で
も
そ
う
。
雨
が
降
ら
な
い
と
パ
ニ
ッ
ク

に
な
る
。
水
洗
便
所
に
慣
れ
て
し
ま
っ
て
る
け
ど
、
水
が
一
日
で

も
出
な
く
な
っ
た
ら
ど
う
な
る
の
か
。
あ
ま
り
に
も
管
理
社
会
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
自
分
の
生
き
方
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。

☆
自
分
を
作
品
と
し
た
パ
フ
ォ
マ
ン
ス
も

ノ
コ
忠
さ
ん
の
造
る
も
の
は
い
つ
も
大
き
い
も
の
ば
か
り
ね
。

「
原
子
爆
弾
」
や
「
大
砲
」
や
…
…
。

榎
原
子
爆
弾
は
三
年
前
や
ね
、
花
銀
の
地
下
で
。

ノ
コ
処
理
は
ど
う
し
た
の
？

榎
女
の
子
が
買
っ
て
い
っ
た
全
部
。

ノ
コ
全
部
〃

榎
セ
ッ
ト
で
な
い
と
売
ら
な
い
か
ら
。
だ
か
ら
台
所
と
か
玄
関

と
か
分
割
し
て
置
い
て
る
よ
。

ノ
コ
大
砲
は
？

榎
廃
品
に
し
て
売
っ
た
。
製
作
費
の
実
費
が
、
万
円
ぐ
ら
い
な

の
に
廃
品
に
し
た
ら
３
万
円
（
笑
）
。
お
ま
け
に
ト
ラ
ッ
ク
の
運
賃

が
５
万
円
や
っ
た
（
笑
）
。

蝿~ . ，講
蕊蕊鐙蕊

ノ
コ
そ
れ
だ
け
赤
字
だ
し
た
ら
普
通
は
考
え
ち
ゃ
う
け
ど
ね
。

榎
そ
ん
な
ん
は
全
然
別
や
ね
。
そ
う
い
う
の
関
係
な
し
に
、
作

り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
て
ね
。
や
り
た
い
も
ん
が
夢
に
ま

で
出
て
く
る
も
ん
ね
。

ノ
コ
頭
を
半
刈
り
に
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
ね
。

榎
グ
ル
ー
プ
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
を
や
め
て
（
柘
年
）
、
個
人
に
な
っ
た
ん

だ
け
ど
何
を
し
て
い
い
か
全
然
わ
か
ら
な
く
っ
て
ね
。
一
年
間
フ

ラ
フ
ラ
し
た
後
、
自
宅
を
開
放
し
て
展
覧
会
を
や
っ
た
。
そ
れ
で

頭
も
や
っ
た
。
ホ
ン
ト
軽
い
気
持
ち
で
ね
。
そ
れ
で
も
外
を
歩
く

と
き
は
足
が
ガ
ク
ガ
ク
し
た
も
ん
な
（
笑
）
。
み
ん
な
凄
い
目
で
見

る
も
ん
ね
（
笑
）
。
そ
の
頭
で
ド
イ
ツ
の
国
際
展
に
行
っ
た
わ
け

ね
。
美
術
館
に
行
っ
た
ら
、
他
の
人
が
作
品
を
見
る
ん
じ
ゃ
な
く

て
、
僕
の
方
ば
か
り
見
て
ね
（
笑
）
。
博
物
館
に
行
く
と
ガ
ー
ド

マ
ン
が
警
戒
す
る
ん
よ
れ
、
何
か
盗
ら
へ
ん
か
と
思
て
（
笑
）
。

僕
は
逆
に
そ
う
い
う
人
の
表
情
を
観
察
す
る
ン
よ
れ
。

ノ
コ
自
分
を
作
品
と
し
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
ね
。

榎
そ
う
や
ね
。

ノ
コ
で
も
、
会
社
で
は
ま
ず
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
？
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は
も
う
や
め
た
の
？

榎
と
き
ど
き
や
っ
て
る
よ
（
笑
）
。
飲
み
屋
で
夜
中
に
な
る
と
、

な
ん
か
や
ら
な
あ
か
ん
よ
う
な
気
が
し
て
（
笑
）
。
い
つ
・
へ
ん
大
々

的
に
「
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ｕ
」
の
ス
ト
リ
ッ
パ
ー
を
や
り
た
い
思

て
る
ね
ん
。
灼
年
に
東
門
画
廊
で
「
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ｈ

Ｕ
展
」
を
や
っ
た
け
ど
、
今
度
は
文
化
ホ
ー
ル
ぐ
ら
い
の
と
こ
ろ

を
借
り
て
ね
。
そ
れ
に
は
身
体
の
動
く
妬
歳
ぐ
ら
い
ま
で
や
な
。

ノ
コ
私
い
つ
も
思
う
ン
だ
け
ど
、
忠
さ
ん
の
よ
う
な
発
想
は
ど

こ
か
ら
生
ま
れ
る
ン
や
ろ
と
ね
。
彫
刻
で
ヌ
ー
ド
っ
て
の
は
マ
ァ

わ
か
る
わ
ね
。

榎
今
度
の
「
繁
殖
」
に
し
て
も
、
昔
僕
が
絵
を
描
い
て
い
た
こ

ろ
は
、
繁
殖
の
よ
う
な
絵
を
描
い
て
い
た
ン
よ
れ
。
妬
歳
ぐ
ら
い

ま
で
わ
れ
。
そ
の
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
行
っ
て
か
ら
変
わ
っ
て
き

た
。
向
こ
う
で
僕
の
好
き
な
絵
描
き
の
絵
を
見
た
り
し
た
け
ど
、

彫
刻
や
建
物
と
か
か
ら
人
間
の
力
で
こ
う
い
う
も
の
が
作
れ
る
の

か
と
別
の
力
を
強
く
感
じ
た
。
僕
が
や
る
の
は
絵
や
な
い
、
絵
は

好
き
や
け
ど
、
僕
が
表
現
す
る
も
ん
は
違
ん
ン
や
と
思
た
。
そ
れ

か
ら
ず
Ｉ
と
き
て
る
ね
。

ノ
コ
本
当
に
息
切
れ
す
る
こ
と
な
く
き
て
る
ね
。

榎
ぽ
ち
ぽ
ち
や
け
ど
ね
。
で
も
神
戸
に
現
代
画
廊
が
な
く
な
っ

て
い
く
か
ら
寂
し
い
ね
。
で
も
も
っ
と
や
っ
て
い
か
な
い
と
ね
。

画
廊
が
な
く
て
も
発
表
す
る
こ
と
は
で
き
る
ん
だ
し
ね
。

僕
ら
、
も
っ
と
創
る
と
い
う
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、
も
っ
と
好
き

な
と
こ
ろ
か
ら
創
っ
て
い
き
た
い
な
と
思
う
。
見
る
角
度
と
か
変

え
た
ら
、
ま
た
違
っ
て
く
る
し
ね
。
み
ん
な
そ
ろ
っ
て
い
る
か

ら
、
そ
ろ
っ
た
考
え
方
に
な
っ
て
く
る
の
ね
。
「
原
子
爆
弾
」
に

し
て
も
「
繁
殖
」
に
し
て
も
、
イ
メ
ー
ジ
や
し
ね
。
た
だ
根
本
の

と
こ
ろ
は
〃
命
″
や
と
思
っ
て
る
。
自
分
の
命
を
自
分
で
守
る
こ

と
考
え
る
の
が
今
大
切
な
こ
と
や
な
い
か
な
。

榎
設
計
の
仕
事
し
て
る
で
し
よ
。
見
積
り
段
階
で
お
客
さ
ん
と

会
う
わ
け
ね
。
そ
し
た
ら
向
こ
う
は
何
も
し
ゃ
く
ら
へ
ん
も
ん
な

（
笑
）
。
「
と
に
か
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
い
う
て
、
一
・
へ
ん
も
顔

を
見
な
い
ま
ま
（
笑
）
。

ノ
コ
昔
は
よ
く
「
ク
ビ
に
な
る
か
も
わ
か
ら
へ
ん
」
と
忠
さ
ん

言
う
て
た
も
ン
ね
。

榎
最
近
は
会
社
も
協
力
し
て
く
れ
だ
し
た
よ
。
い
い
か
げ
ん
でガレキの山から作品が生まれる。

ノ
コ
の
一
言
二
十
年
近
く
の
つ
き
合
い
だ
か
ら
幼
な
じ
み
み
た
い
な
も
の
、
ち
っ

と
も
変
わ
ら
な
い
。
た
だ
昔
の
飲
ん
で
駁
い
で
の
バ
カ
騒
ぎ
の
頃
か
ら
み
る
と
チ
ョ

ッ
ト
大
人
に
な
っ
た
の
か
な
と
思
う
。
で
も
、
ず
－
と
ご
ん
た
の
ま
ま
で
い
て
ほ
し

い
気
も
す
る
な
。
ご
ん
た
な
忠
さ
ん
の
活
動
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

は
な
く
て
真
剣
や
い
う
の
が
わ
か
っ
て
く
れ
だ
し
た
か
ら
ね
。
美

術
に
全
然
興
味
の
な
か
っ
た
社
長
が
美
術
館
に
足
を
運
ん
だ
り
、

「
今
度
、
こ
ん
な
展
覧
会
が
あ
る
よ
」
と
か
言
っ
た
り
し
て
ね
。

美
術
フ
ァ
ン
を
増
や
し
た
も
ん
ね
（
笑
）
。

★
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
表
現
に
目
ざ
め
た

ノ
コ
忠
さ
ん
と
知
り
合
っ
て
二
十
年
ぐ
ら
い
に
な
る
か
な
。
初

対
面
の
と
き
お
か
し
か
っ
た
ね
。
私
が
ま
だ
ラ
ジ
オ
関
西
に
い
た

と
き
で
ね
。
同
じ
バ
ー
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に
並
ん
で
す
わ
っ
て
て
。

榎
放
送
局
に
勤
め
て
る
と
い
う
も
ん
だ
か
ら
、
「
僕
、
小
山
乃

里
子
さ
ん
と
い
う
人
が
大
好
き
や
」
い
う
て
ね
。

ノ
コ
子
供
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
番
組
を
や
っ
て
る
私
を
ベ
タ
ポ
メ

し
て
く
れ
て
ね
。
私
と
は
知
ら
ず
に
。

榎
子
供
の
扱
い
が
と
て
も
う
ま
く
て
ね
。
そ
の
と
き
「
本
人

や
」
い
わ
へ
ん
か
つ
た
。

ノ
コ
い
え
る
か
い
な
、
そ
ん
な
も
ん
。
の
ち
に
私
や
と
知
っ
た

ら
「
嘘
や
－
」
っ
て
ね
（
笑
）
。
ど
う
？
飲
む
と
ヌ
ー
ド
に
な
る
癖

１
７０
１
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多
才
さ
。
「
出
版
を
祝
う
会
」

成
果
で
、
喜
び
も
ひ
と
し
お
。
健
私
独
り
で
存
在
す
る
も
の
ん
、
行
吉
哉
女
行
吉
学
園
理
事
れ
、
午
後
５
時
半
１
８
時
ま
で

私
費
で
ブ
ー
タ
ン
を
訪
れ
て
の
席
上
、
三
浦
さ
ん
は
、
「
私
深
げ
。
若
手
の
上
原
ま
り
さ
ド
ベ
ル
演
奏
な
ど
が
と
り
行
わ

な
ら
で
は
」
の
大
会
へ
向
け
て
お
祝
い
の
一
部
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
司
、
北
嶋
敏
男
文
化
ホ
ｉ
ル
館
た
。

長
島
さ
ん
ら
協
会
メ
ン
バ
ー
が
多
彩
な
顔
ぶ
れ
が
集
ま
っ
た
。
思
い
も
し
な
か
っ
た
」
と
感
慨
本
学
園
高
等
科
音
楽
科
の
ハ
ン

が
集
ま
り
、
友
交
の
発
展
と
１

刻
家
の
新
谷
露
紀
さ
ん
な
ど
神

に
よ
る
参
加
は
、
過
去
の
大
会
の
皆
さ
ん
に
作
っ
て
頂
き
、
育
生
活
文
化
推
進
協
議
会
副
会
長
を
囲
ん
で
、
加
周
年
へ
の
感

戸
の
経
済
人
、
文
化
人
や
ヒ
マ

で
も
あ
ま
り
例
が
な
く
、
「
神
戸
て
て
頂
き
ま
し
た
。
」
と
挨
拶
。
長
、
加
藤
隆
久
生
田
神
社
権
宮
慨
ひ
と
し
お
と
い
う
感
が
あ
『

ラ
ヤ
な
ど
山
の
関
係
者
ら
帥
人

が
開
か
れ
た
。
会
に
は
、
会
長

加
が
本
決
ま
り
に
な
り
、
去
る
一
氏
、
小
島
輝
正
氏
を
は
じ
め

進
め
て
い
た
が
、
こ
の
程
、
参
を
映
し
出
す
よ
う
に
、
足
立
巻

こ
の
よ
う
な
市
民
団
体
の
招
待
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
集
ま
り
長
学
長
、
印
部
す
ゑ
こ
兵
庫
県
は
立
食
パ
ー
テ
ィ
。
中
野
肇
社

ユ
ニ
バ
ー
招
へ
い
を
祝
う
と
に
な
る
。
絡
協
議
会
」
に
寄
贈
す
る
な
よ
り
豊
か
な
拡
が
り
を
求
め

神
戸
の
市
民
組
織
「
神
戸
・
日
☆
数
々
の
〃
出
会
い
〃
が
集
う
ど
、
人
柄
を
そ
の
ま
ま
に
、
温
て
、
第
八
回
″
虹
展
″
（
和
紙
ち

本
ブ
ー
タ
ン
協
会
」
（
長
島
隆
会
三
浦
照
子
出
版
を
祝
う
会
か
味
の
あ
る
会
と
な
っ
た
。
ぎ
り
絵
し
ゅ
ん
こ
う
主
催
）
が
、

４
月
妬
日
、
こ
れ
を
祝
う
集
い

児
科
医
院
長
に
会
長
職
が
バ
ト

－
タ
ン
の
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
草
紙
」
を
出
版
し
た
三
浦
照
子
柴
田
旭
堂
後
援
会
総
会
神
戸
国
際
展
示
場
で
開
か
れ
た

神
戸
大
会
へ
の
招
へ
い
運
動
を
さ
ん
を
祝
う
集
い
が
、
４
月
訂
今
年
で
７
回
目
を
迎
え
る
琵
し
ゅ
ん
こ
う
社
長
賞
・
青
木
俊

☆
神
戸
・
日
本
ブ
ー
タ
ン
協
会
こ
れ
で
ま
た
一
歩
前
進
し
た
こ
ア
グ
ル
ー
プ
「
さ
わ
る
絵
本
連
し
ゅ
ん
こ
う
Ⅷ
周
年
パ
ー
テ
ィ

の
長
島
さ
ん
を
囲
む
形
で
、
彫

長
）
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
小
王
国
ブ
先
ご
ろ
処
女
随
筆
集
「
無
名
☆
琵
琶
の
音
色
に
集
う

ニ
バ
ー
参
加
を
祝
っ
た
。

今
回
の
招
へ
い
運
動
で
は
、

☆
神
戸
の
集
い
か
ら

ブータンの国旅に乾杯

ン
タ
ッ
チ
、
約
帥
人
の
参
加
者

家
、
詩
人
と
し
て
も
活
躍
す
る

道
に
乗
せ
る
な
ど
数
々
の
美
術
た
三
木
重
昭
氏
か
ら
佐
本
進
小
こ
う
の
設
立
、
周
年
を
迎
え
て

展
企
画
を
手
が
け
た
他
、
画

日
、
兵
庫
県
教
育
会
館
で
開
か
琶
好
き
の
集
い
「
柴
田
旭
堂
後
香
／
安
部
賞
・
川
越
外
志
恵
／

れ
た
。
三
浦
さ
ん
は
、
西
宮
市
援
会
」
が
４
月
別
日
夕
、
神
戸
朝
日
新
聞
大
阪
厚
生
文
化
事
業

の
大
谷
記
念
美
術
館
で
、
ポ
ロ
国
際
会
館
宴
会
場
で
催
さ
れ
た
団
局
長
賞
・
田
中
優
子
さ
ん
ら

に
も
、
そ
の
巾
広
い
交
友
関
係

ｌ
ニ
ャ
国
際
絵
本
原
画
展
を
軌
今
回
は
七
年
間
の
重
責
を
果
し
が
決
定
。
ま
た
妬
日
は
し
ゅ
ん

友人達に囲まれて

琶
演
奏
披
露
と
挨
拶
「
終
戦
時
記
念
基
金
の
寄
附
や
、
作
家
渡

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
飢
餓
救
済

た
。
そ
の
後
、
旭
堂
さ
ん
の
琵

に
は
こ
ん
な
会
が
で
き
る
と
は
辺
淳
一
氏
の
記
念
講
演
、
日
ノ

の
前
で
引
き
継
ぎ
が
行
わ
れ

４
月
妬
、
妬
、
訂
日
の
三
日
間

､ 騨需．一難傘f 癖覇. 喬一毒

懲
溌
驚
蕊
鰯

加蛍きん（右から２人目）を囲んで

☆
和
紙
ち
ぎ
り
絵
の

ア
ホ
テ
ル
借
楽
の
間
は
大
盛
況

捌
名
が
集
い
、
神
戸
ポ
ー
ト
ピ

げ
た
。

１
７
１

長
ら
も
参
加
、
同
会
を
盛
り
上

: 鱗: 識域‘麗簿議懲撫駕嬢

中野肇社長（中央）を囲んで
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スマートな地下鉄車両
謹曇萎雪塗H 矛醗

みどりのＵライン☆
〃
み
ど
り
の
Ｕ
ラ
イ
ン
〃

三
宮
に
お
目
見
え

〃
み
ど
り
の
Ｕ
ラ
イ
ン
〃
の
愛
称

を
も
つ
市
営
地
下
鉄
。
そ
の
車
両

は
、
緑
色
を
基
調
に
し
た
ツ
ー
ト

ン
カ
ラ
ー
で
、
窓
も
ワ
イ
ド
に
と

ら
れ
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
神
戸

に
ふ
さ
わ
し
く
、
軽
や
か
な
ボ
デ

爵

●
地
下
鉄
三
宮
駅
オ
ー
プ
ン

ゴ
一
宮
の

新
し
い
〃
顔
〃

繍
市営地下鉄

大倉山･ →三湾
６月１８１１開通

蕊

三宮生田筋
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本店・トアロードロ3 9 1 - 1 7 8 1

宮 駅開通
クロス

7２

神戸市営地下鉄

ィ
が
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。

そ
の
地
下
鉄
の
開
業
は
昭
和
兜

年
。
名
谷
（
須
磨
）
ｌ
新
長
田
間

５
．
７
キ
ロ
の
西
神
線
で
、
６
年
後

の
昭
和
記
年
６
月
Ⅳ
日
に
新
長
田

ｌ
大
倉
山
間
４
．
３
キ
ロ
の
山
手

線
の
一
部
が
開
通
営
業
を
開
始
し

た
。そ

し
て
、
こ
の
６
月
妃
日
、
引

き
続
い
て
建
設
を
進
め
て
い
た
山

手
線
の
大
倉
山
ｌ
県
庁
前
ｌ
三
宮

１
布
引
間
３
．
３
キ
ロ
が
い
よ
い

よ
開
通
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

市
営
地
下
鉄
と
い
え
ば
、
各
駅

が
そ
れ
ぞ
れ
趣
き
を
凝
ら
し
て
い

る
こ
と
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

今
回
の
山
手
線
で
も
、
県
庁
前

駅
は
ホ
ー
ム
壁
面
を
下
見
板
張
り

に
し
、
異
人
館
の
イ
メ
ー
ジ
を
出

し
て
い
る
。
新
神
戸
駅
は
、
コ
ン

コ
ー
ス
壁
面
に
滝
の
レ
リ
ー
フ
を

つ
け
、
壁
面
タ
イ
ル
に
、
し
た
た

り
落
ち
る
水
を
デ
ザ
イ
ン
。
布
引

の
滝
の
イ
メ
ー
ジ
を
出
し
て
い

る
。

関西信用金庫
祝

理事長田端基宏

神戸市中央区下山手通２－１－１３
ＴＥＬ3 3 2 - 5 1 5 1 ㈹

靴と舶来雑貨
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三
宮
駅
は
、
コ
ン
コ
ー
ス
壁
面

を
、
天
然
大
理
石
の
光
壁
と
美
術

陶
板
レ
リ
ー
フ
で
飾
る
。
つ
ま

り
、
こ
こ
で
は
、
国
際
都
市
神
戸

に
ふ
さ
わ
し
い
〃
国
際
性
と
未
来

指
向
〃
の
イ
メ
ー
ジ
を
出
し
て
い

る
。市

営
地
下
鉄
三
宮
駅
の
地
上
へ

の
出
入
口
は
合
計
八
カ
所
。

神
戸
の
中
心
地
・
三
宮
に
地
下

地下鉄三宜駅は８カ所で地上とつながっている

鉄
が
開
通
す
る
こ
と
は
、
将
来
的

に
、
西
神
地
区
や
須
磨
地
区
の
一
一

ユ
ー
タ
ウ
ン
、
さ
ら
に
北
神
急
行

電
鉄
が
新
神
戸
・
谷
上
間
で
開
通

す
れ
ば
、
北
神
戸
と
の
足
が
格
段

と
密
に
な
る
。

神
戸
の
玄
関
口
。
三
宮
の
顔

が
、
今
ま
た
大
き
く
変
わ
ろ
う
と

し
て
い
る
。

7３

炭火培煎劫M 排

伽俳倶楽部
生田筋ムーンライトビル１Ｆ
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６Ｊ１１８１１開述

市
営
地
下
鉄
山
手
線
の
開
通
と

共
に
三
宮
駅
が
誕
生
し
、
も
う
ひ

と
つ
の
話
題
は
、
生
田
前
筋
商
店

街
が
〃
Ｉ
Ｋ
Ｕ
Ｔ
Ａ
ｌ
Ｒ
Ｏ
Ａ
Ｄ
〃

と
い
う
愛
称
と
共
に
同
じ
６
月
肥

Ⅱ
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
こ
と

だ
。生

田
神
社
の
〃
表
参
道
〃
と
し

て
発
展
し
て
き
た
生
田
筋
前
は
、

高
架
以
北
が
飲
食
関
係
、
南
側
は

物
販
関
係
と
従
来
時
間
帯
が
は
っ

き
り
分
か
れ
て
い
た
。
地
下
鉄
の

開
通
と
共
に
、
北
野
町
界
隈
と
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
中
心
地
セ
ン
タ
ー

街
を
結
ぶ
中
間
と
し
て
極
め
て
重

要
な
商
店
街
と
な
る
為
、
地
元
の

生
田
前
筋
街
造
り
委
員
会
も
結
成

さ
れ
、
数
々
の
事
業
が
完
成
し
た
。

ま
ず
、
３
車
線
の
車
道
は
２
車

線
に
減
り
、
そ
の
変
わ
り
両
側
の

歩
道
は
各
１
ｍ
拡
幅
さ
れ
た
。
し

か
も
、
車
道
と
歩
道
の
間
に
は
植

樹
し
て
、
〃
緑
・
太
陽
・
風
〃
の
イ

メ
ー
ジ
を
一
層
強
調
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
前
述
の
南
北
に
分
か

みどりのＵライン

｢ 卜f 貴地下鉄
大倉1 1 1 →三湾

7４

生
田
筋
前
商
店
街
が
イ
メ
ー
ジ
一
新

〃
緑
・
太
陽
。
風
〃
の

目
顔
ご
自
跨
閃
①
陽
己

れ
た
商
店
街
の
共
通
感
を
う
ち
出

す
よ
う
そ
れ
ぞ
れ
に
シ
ン
プ
ル
な

馬
蹄
形
の
ア
ー
チ
が
建
設
さ
れ

た
。
ゆ
く
ゆ
く
は
ふ
さ
わ
し
い
雰

囲
気
の
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ァ
ー
ー
チ
ャ

ー
を
設
置
し
寛
ぎ
の
あ
る
通
り
に

完
成
す
る
。

肥
日
は
完
成
記
念
式
典
及
び
工

事
関
係
者
の
表
彰
式
が
催
さ
れ
、

泌
日
迄
の
６
日
間
は
「
プ
ラ
ス
・

ワ
ン
・
セ
ー
ル
」
と
銘
打
っ
て
飲

食
・
買
物
に
楽
し
み
が
増
え
た
。

こ
の
期
間
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
ウ
ィ
ー

ク
に
あ
た
り
、
カ
レ
ッ
サ
（
２
人

乗
り
の
小
さ
な
馬
車
）
に
民
族
衣

裳
を
着
て
パ
レ
ー
ド
し
た
り
、
物

産
が
売
ら
れ
る
。

同
商
店
街
組
合
副
理
事
長
の
長

潔
基
夫
さ
ん
も
「
日
・
祝
は
銀
行

生田の森と愛をあしらった
新しいシンボルマーク＊誕牛
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認‘

が
閉
ま
る
の
で
広
場
を
利
用
し
、

イ
ベ
ン
ト
を
ど
ん
ど
ん
企
画
し
て

い
き
た
い
。
」
と
意
欲
的
だ
。

昨
年
末
に
募
集
さ
れ
た
シ
ン
ポ
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三宮・生田新道

ル
マ
ｉ
ク
は
、
生
田
の
森
と
愛
を

あ
し
ら
っ
た
デ
ザ
イ
ン
が
採
用
さ

れ
、
記
念
バ
ッ
ジ
や
街
の
旗
に
お

目
見
え
す
る
。

ｿ
《
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生田新道・神戸ワシントンホテル１Ｆ

Ｐｆ杢多

生田新道。東門筋中島ピル３Ｆ

尿

へ

ＩＫＵＴＡ－ＲＯＡＤ完成予想図

7５

中国料理ナイトライフを演出するシアターパブ

燕
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クラブ小万トム・キャンティ
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ナ
″
に
集
ま
る
あ
た
り
、
神
戸
の
女
性
は
ど
う
や
ら

相
当
な
サ
ウ
ナ
び
い
き
の
よ
う
。

神
戸
レ
デ
ィ
ス
サ
ウ
ナ
の
こ
の
企
画
、
美
し
い
か

ら
だ
と
心
を
目
指
す
女
性
の
た
め
、
長
く
続
け
て
ほ

し
い
も
の
…
。

料
金
が
伽
円
に
、
売
上
げ
の
す
べ
て
は
、
神
戸
市
を

通
じ
て
福
祉
施
設
に
寄
付
さ
れ
る
。
神
戸
の
街
に
は

お
馴
染
み
に
な
っ
た
の
か
、
営
業
開
始
直
後
か
ら
大

勢
の
女
性
が
列
を
な
し
、
総
勢
１
０
０
０
名
の
参
加

と
な
っ
た
。
学
生
は
、
学
校
の
帰
り
に
、
奥
様
辿
中

は
暇
を
見
つ
け
て
、
こ
の
〃
チ
ャ
リ
テ
ィ
Ⅷ
円
サ
ウ

☆
今
年
も
集
ま
り
ま
し
た
。
神
戸
レ
デ
ィ
ス
サ
ウ
ナ

創
立
記
念
行
率
〃
チ
ャ
リ
テ
ィ
伽
円
サ
ウ
ナ
″

４
月
で
刈
立
叫
周
年
を
迎
え
る
神
戸
レ
デ
ィ
ス
サ

ウ
ナ
。
恒
例
の
創
立
記
念
行
事
〃
チ
ャ
リ
テ
ィ
伽
円

サ
ウ
ナ
″
が
、
４
月
咽
日
に
行
な
わ
れ
た
。

こ
の
日
は
、
通
常
１
９
０
０
円
の
サ
ウ
ナ
コ
ー
ス

行列をつくった
1 0 0 円､ サウナ〃

口
怠
祥
云
（
諸
泉
陽
子
）
／
宮
８
１
１
１
１
６
０
１

☆
香
り
高
い
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ジ
メ
ン
ト
と

艶
や
か
な
美
女
達
の
会

雑
誌
「
ク
ラ
ッ
シ
イ
」
で
も
好
評
連
戦
中
の
英
国

式
フ
ラ
ワ
ー
ァ
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
「
泉
会
」
の
発
炎
会

が
４
月
幻
月
、
北
野
ク
ラ
ブ
で
催
さ
れ
た
。

初
夏
の
槻
々
な
洋
花
を
使
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
工
夫

さ
れ
た
花
器
に
生
け
ら
れ
た
花
々
は
、
ど
れ
も
華
や

か
で
、
主
宰
の
諸
泉
陽
子
先
生
（
御
影
在
住
）
の
セ

ン
ス
の
良
さ
が
伺
え
る
作
品
の
数
々
だ
。
発
表
会
の

後
は
、
同
ク
ラ
ブ
で
食
事
と
ダ
ン
ス
の
夕
べ
が
開
か

ル
ー
な
ど
各
国
の

民
芸
品
を
は
じ
め

と
し
て
、
手
染
め

ス
・
手
織
り
の
綿
伽

デ
％
衣
類
な
ど
が
豊

帥
富
に
揃
っ
て
い

が
る
。
ど
こ
の
店
に

トン
行
っ
て
も
杢
元
っ
て

テ
い
な
い
も
の
ば
か

り
で
、
個
性
を
発

揮
す
る
に
は
う
っ

て
つ
け
の
外
国
雑

§

ク
か
つ
シ
ン
プ
ル
、
潜
る
人
の
個
性
で
着
こ
な
せ

る
。
現
在
衣
服
は
、
１
サ
イ
ズ
展
開
。
女
性
に
も
男

性
に
も
魅
力
あ
る
ヒ
ッ
ト
プ
ラ
ン
ド
に
な
り
そ
う
。

今
後
、
北
野
の
直
営
店
で
は
、
ハ
ー
ド
な
商
品
か

ら
ソ
フ
ト
な
商
品
ま
で
、
ト
ー
タ
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

の
街
神
戸
に
マ
ッ
チ
し
た
店
創
り
を
ね
ら
っ
て
い
く

よ
う
だ
。

□
Ｖ
Ａ
Ｉ
・
Ｔ
Ｅ
Ｎ
／
神
戸
市
中
央
区
山
本
通
１
１

７
１
麹
キ
ャ
ラ
バ
ン
ピ
ル
－
Ｆ
茸
２
２
２
１
１
９

２
１

蕊鍵議蝿蕊蕊

１
７６
１

蕊
鷺

雀

坪v 理象

れ
美
し
く
着
飾

っ
た
生
徒
さ
ん

に
や
招
待
者
が
染

３鋤
い
、
歓
淡
の
ひ

和
と
と
き
が
も
た

電
れ
た
。
フ
ラ
ワ

タ
ー
ァ
レ
ン
ジ
メ

の
ン
卜
は
女
子
大

翠
生
や
ミ
セ
ス
に

ダ
も
近
頃
人
気
が

詮
高
く
、
こ
の
日

食
も
大
勢
の
観
覧

者
で
擬
会
だ
っ

た
。 扇

邑
男
圏
弓
跨
吻
藍
目
④
望
駒
宅
邑
国

鴬
§

貨
屋
。
値
段
の
方
も
、
衣
類
で
１
５
０
０
円
１
９
８

０
０
円
と
、
本
当
に
う
れ
し
い
価
格
。

多
品
種
・
小
吐
で
頑
張
る
こ
の
お
店
、
神
戸
の
表
通

り
に
、
一
風
変
わ
っ
た
ス
ト
リ
ー
ト
を
思
わ
せ
ま
す
。

大
き
な
テ
ン
ト
が
目
印
で
す
。
お
見
逃
が
し
な
く
〃

口
外
国
雑
貨
屋
「
Ｔ
Ｏ
Ｍ
」
／
神
戸
市
中
央
区
三
宮

町
３
１
２
１
５
両
３
３
１
１
１
７
５
３

★
三
宮
に
感
性
豊
か
な
や
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
プ
・
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
ブ
テ
ィ
ッ
ク
『
カ
ル
ロ
』
が
オ
ー
プ
ン
″

Ｃ
Ａ
Ｒ
Ａ
は
、
婦
人
服
飾
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
中
で

も
、
も
っ
と
も
個
性
と
感
性
を
大
切
に
し
た
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
プ
ブ
ラ
ン
ド
。
そ
の
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ａ
オ
ン
リ
ー
を

蛙
せ
る
直
営
ブ
テ
ィ
ッ
ク
『
カ
ル
巳
が
、
４
月
四

日
該
三
宮
セ
ン
タ
ー
街
浜
側
サ
ン
ブ
リ
ッ
ク
街
に
誕

生
し
た
。

３
ｍ
の
天
井
、
ユ
ッ
タ
リ
と
し
た
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン

グ
ル
ー
ム
、
古
道
具
を
利
用
し
た
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
な

ど
が
目
を
ひ
く
店
内
。
感
度
の
高
い
商
品
に
は
、
フ

ア
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
な
こ
の
店
内
が
よ
く
似
合
う
。
勿

論
『
カ
ル
巳
は
、
神
戸
で
初
め
て
の
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ａ
直

灘

バ
ト
ン

★
キ
ャ
ラ
バ
ン
新
プ
ー
フ
ン
ド
〃
Ｖ
Ａ
１
ｌ
・
Ｔ
Ｅ
Ｎ
〃

が
神
戸
北
野
に
登
場

婦
人
服
飾
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
新
ブ
ラ
ン
ド
〃
Ｖ
Ａ
Ｉ

↓
Ｔ
Ｅ
Ｎ
〃
の
直
営
店
（
東
京
野
木
坂
に
次
い
で
２

店
舗
日
）
が
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
神
戸
支
社
１
Ｆ
に
４
月

皿
日
オ
ｉ
プ
ン
し
た
。

〃
Ｖ
Ａ
‐
》
Ｔ
Ｅ
Ｎ
〃
は
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
所
属
デ

ザ
イ
ナ
ー
佐
藤
博
子
さ
ん
に
よ
る
、
い
わ
ゆ
る
デ
ザ

イ
ナ
ー
ズ
ブ
ラ
ン
ド
。
１
９
３
０
年
代
の
ジ
ャ
ズ
メ

ン
た
ち
が
持
つ
男
く
さ
さ
を
感
じ
さ
せ
、
ベ
ー
シ
ッ

擬騨穏

営
ブ
テ
ィ
ッ

長
〃
と
な
り
、

蝿
先
取
り
フ
ァ

束
ツ
シ
ョ
ン
の

｜
あ
な
た
に
は

毛
見
逃
せ
ま
せ

症
ん
。

ま
同
時
は
新

囲
装
オ
ー
プ
ン

木
し
た
マ
ミ
ー

ツ
ハ
サ
ブ
リ
ッ

率
ク
店
Ｖ
も
、

性
よ
り
エ
レ
ガ

女
ン
卜
で
イ
ン

テ
リ
ジ
ェ
ン

蕊 ス
な
ブ
テ
ィ
ッ
ク
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
魅

力
溢
れ
る
２
ス
ペ
ー
ス
で
お
楽
し
み
下
さ
い
。

ロ
カ
ル
ロ
／
衝
３
３
２
１
３
２
８
０
マ
ミ
ー
Ｌ
サ

ン
プ
リ
ッ
ク
店
／
筒
３
３
２
１
１
０
７
８

北野の新名所
･分ＶＡ－ＴＥ,Ｎ，,

☆
外
国
雑
貨
屋
「
Ｔ
Ｏ
Ｍ
」
は
、
神
戸
の
中
の
外
国
鱒

昨
年
６
月
に
大
丸
前
（
日
東
館
東
隣
り
）
に
オ
ー

プ
ン
し
た
、
外
国
雑
貨
屋
７
０
Ｍ
」
（
坂
口
興
業
㈱

・
坂
口
友
彦
代
表
取
締
役
）
は
、
ま
る
で
外
国
の
裏
通

り
に
見
る
よ
う
な
店
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
こ
の
店
の

商
品
は
す
べ
て
、
貿
易
に
拠
わ
る
オ
ー
ナ
ー
の
坂
口

さ
ん
が
、
海
を
渡
っ
て
購
入
し
て
き
た
も
の
ば
か
り
。

タ
イ
、
ガ
テ
マ
ラ
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
中
国
、
イ
ン
ド
、
ぺ
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１世界か
ら
人
と
文
化
が
や
っ
て
く
る
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●
回
』
営
農
』
句
目
屋
８
「
◎
旨
雪
」
・
綴
昌
一
当
国
昌
一
】
３
』
Ｕ
四
二
樟

ルイ･ｳう１トンは､ルイ･ｳぅ１トンで…

ルイ･ ヴ> １トン神戸直営店
神戸市中央区元町通り3丁目4番９T E L . O 7 8 - 3 9 1 - 3 2 6 1 ( 直）

営業時間午前1 1 時～午後7 時( 無休）

_f雪、
’

Ⅲ
1 8 5 4 年の創業以来､ 1 3 0 年もの間つねに旅行鞄の
基準でありつづけたルイ･ がｨ ﾄ ﾝ ｡ その頑固なまでの
完壁主義は変わることはありません。
現在日本における正式なルイ･ ヴイトンブティックは
全国主要都市に１７店舗､ 神戸には元町通り3 丁目
にございますｂ
豊富な品揃え､ 優れたアフターケアと､ ルイ･ ヴィトン
の完壁主義に基づく一貫したサービスを提供いた
しますも

■
LO U I S V U l T T O N

M A u E T 1 E R A P A R i S|！○鴨棚ONi
ＭＡＩＳＯＮＦＯＮＤＥＥＥＮ１８５４
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璽懲Ｉ

詞餐ﾐｨ

Ｐ

ｆ

、

プム の

園

3凡享
Ｖｏ．

Ⅷ3凡享
Ｖｏ、８

、

真珠の光沢を
花によせて

諸泉陽子
獅弛坊家元．泉公１１索／題字も〉

九州の小倉に事務局を構える専正池坊の家
元として全国を駆けI n l る多忙な傍ら、イギリ
ス滞在中に習得したロイヤルフラワーアレン
ジメントを御影の自宅で指導中。阪神間のミ
セスやお嬢さん達が時には手製のケーキ持参
で集まり、楕古場は先生のお人柄そのままに
神戸らしく優雅に華やいでいる。
式典や会合に出席する機会が多い先生は好
んで真珠を身につける｡ ｢ 殊に外国では真珠が
重宝します。肌のきめが細かい日本人に映え
ますね。一番大切にしている真珠は私が生ま
れた時に父が録に贈った指輪で当時５円だっ
たんですって( 笑) 。結婚する時母から譲り受
けました。娘が結婚する時もやはり真珠のネ
ックレスやブレスレットを待たせましたね」
ピンク、ブルー、イエロー系の他、黒真珠

等様々のネックレス類は全部で４k 9 もあり、
日常生活に花と真珠が溶け込んでいる。優し
い真珠の光沢は幾t 1 t 代も受け継がれるだろう。
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／

く宝石サロン４Ｆ〉ダイヤ入パールブローチ4 8 8 . 0 0 0円/ 1 5連淡水パールネックレス9 6 7 , 0 0 0円/一連パールネックレス1 , 0 7 6 , 0 0 0円／
Ｐｔ製パールイヤリング34 0 , 0 0 0円/ P t台ブラックパール指輪1, 7 9 4‘０００円/P t台南洋パール指輪2. 1 0 0 , 0 0 0円

鯵珊1Ｗﾏ U K O B E
、
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メガネの

私
鱈
I閏け

J窪

: Ｅリカ『フ
神戸･ 三宮＝がＵコラ室ｆｌＦ念( 0 7 8 ) 3 3 1 - 7 1 3 4

神戸･ 大丸トア･ ロード（日東館東) き( 0 7 8 ) 3 9 1 - 3 1 6 4

神戸･須磨Ｊ１勇司(１番館)２Ｆき(078 ) 7 9 2 - 5 0 4 0
加古川ニッ榊トク毎ウニＪ１Ｆ念( 0 7 9 4 ) 2 1 - 8 8 6 4

ジﾔ零ﾝろ僅徒募集中〃
ステージ 入会金＝5 . 0 0 0 円

ジャズダンス受講料=月4回>6,000円月８回> 8 , 0 0 0円
月12回Ｐ１０，０００円

☆ﾌ ﾘ ｰ ｺ ｰ ｽ ﾚ １５，０００円
エアロビクス ☆お気軽にご見学下さい。

高木スタジオK ＯＢＥ
三宮センター街西角フアミリアビル５Ｆ壷0 7 8 ( 3 3 1 ) 7 9 9 7

☆申込受付はA M 1 1 : 0 0 ～R M 7 : 3 0 ( 年中無休）

、

ノ

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m
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書廊鍾
４～９工房オッジ陶芸展
1 1 ～１６神戸サンクレバー

グノトプ作品展( ア
メリカンフラワー）

1 8 ～２３親和女子大
陶芸研究部展

2 5 ～３０布花展
（アートフラワー）

神戸市中央区三宮町１丁目
６－３（パレツクス東隣）
や(078)391-4137月曜休

画廊錦
1 3 ～１８神戸海星女子学院

大美術部・洋画展
（油絵・水彩・エ
ッチング）

2 7 ～潅神戸海星女子学院
大写真部展

神戸市中央区三宮町１丁目
5 －３０三宮センター荏
冠（078)331-1721～3水曜イ

ギャラリーー

あじさい
常設展

神戸市中央区三宮町１丁目
8 - 1 - 3 幅さんプラザ３Ｆ
壷(078)331-1639.1067

S A L O N＆G A L L E R Y（北野坂）

神戸時代
常設展

神戸市中央区中山手通1 丁目
23- 1 0モンシャトーコトブキ
ピル１Ｆ酋(078) 2 4公3567
窯( 到土日休・スナック( 鋤日曜休

ギ
ャ
ラ
リ
ー

プ
チ
・
コ
ー
ベ

神
戸
市
中
央
区
ド
山
手
通
２
１
ｍ
ｉ
４

シ
ン
ミ
チ
ビ
ル
Ｂ
Ｆ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
７
８
（
３
２
１
）
２
４
３
９

藤
田
清
照

ジョイント

ギャラリー

一
戸
一

神
６

常設展

市中央区三宮町１丁目
1 ８ジョイント３Ｆ

ｓ(078)331-2046‐ノ

★兆一選漬喉Ｉ．
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